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～皆様のご支援に感謝～　秋田職能短大

第
6251
回
ナ
ン
バ
ー
ズ

抽
せ
ん
結
果（
11
日
）

※店頭でもお確
　かめください

ナンバーズ3 ナンバーズ4
６８８ ８７６６

ストレート
ボックス
セット
ストレート
セット
ボックス
ミニ

127,400円
42,400円
84,900円

21,200円
12,700円

1,311,700円
109,300円
710,500円

54,600円(
(

22,829,200円

141,700円

14,500円
1,200円

第
1240
回
ミ
ニ
ロ
ト

抽
せ
ん
結
果（
11
日
）

本数字　13、15、20、27、30
ボーナス数字　06
１等

２等

３等
４等

本数字５個と一致
本数字４個とボー
ナス数字が一致
本数字４個と一致
本数字３個と一致
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２０２３年（令和５年）７月１３日（木曜日） （８）（創刊大正７年） （昭和２０年１２月３０日第３種郵便物認可）

秋
田
職
能
短
大
は
、
国
が
設
置

す
る
厚
生
労
働
省
所
管
の
大
学
校

と
し
て
１
９
９
３
年
に
開
学
し
、

今
年
で

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
関
係
者
の

皆
様
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
支
援
の
賜

物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

開
学
に
当
た
っ
て
は
、
大
館

市
、
大
館
商
工
会
議
所
等
の
行

政
、
産
業
界
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

熱
心
な
誘
致
活
動
が
あ
っ
た
こ
と

は
様
々
な
方
か
ら
お
聞
き
し
て
い

ま
す
。

当
時
、
世
の
中
は
、
「
ジ
ャ
パ

ン
ア
ズ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
、
「
電
子

立
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
等
に
象
徴
さ
れ

た
経
済
成
長
が
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊

に
よ
っ
て
低
迷
へ
と
転
じ
、
企
業

経
営
等
に
様
々
な
影
響
が
出
始
め

て
い
る
時
期
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
特
に
新
規
学
卒
者
の
採
用
を

手
控
え
た
就
職
氷
河
期
と
重
な
っ

た
大
学
校
運
営
は
、
大
変
厳
し
い

も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
当
大
学
校
が
も
の

づ
く
り
に
お
け
る
確
か
な
頭
と

腕
、
つ
ま
り
技
術
と
技
能
を
兼
ね

備
え
た
「
実
践
技
術
者
」
の
育
成

を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

地
域
の
企
業
さ
ん
始
め
多
く
の
企

業
さ
ん
に
そ
の
価
値
を
高
く
評
価

し
て
い
た
だ
き
、
卒
業
生
を
多
数

採
用
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
就

職
氷
河
期
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

歴
代
の
学
校
長
は
じ
め
職
員

は
、
地
域
の
皆
様
に
望
ま
れ
て
の

開
学
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識

し
、
各
高
校
か
ら
薦
め
て
い
た
だ

い
た
学
生
の
職
業
教
育
に
熱
心
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
は
勿
論
の
こ

と
、
地
域
の
教
育
、
産
業
等
と
の

直
接
的
な
関
わ
り
に
よ
る
人
材
育

成
に
も
尽
力
し
て
き
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
２
０
０
７
年
か

ら
主
体
的
な
運
営
者
と
し
て
実
施

し
て
い
る
大
館
圏
域
の
小
中
高
大

に
よ
る
産
業
教
育
の
成
果
等
の
発

表
の
場
で
あ
る
「
大
館
圏
域
産
業

祭
・
産
業
教
育
展
」
、
２
０
１
１
年

に
大
館
市
教
育
委
員
会
と
協
働
で

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
義
務
教
育
か
ら

高
等
教
育
ま
で
段
階
的
体
系
的
に

構
築
し
た
「
大
館
ふ
る
さ
と
キ
ャ

リ
ア
教
育
」
、
２
０
１
３
年
か
ら
産

業
界
、
教
育
界
等
と
合
同
で
、
小

中
学
生
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
習
得
を
目
的
と
し
た
教

室
等
を
開
催
す
る
「
お
お
だ
て
ロ

ボ
ッ
ト
人
材
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
、
な
ど
の
活
動
を
創
造
し
て
き

た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
が
現

在
ま
で
連
綿
と
実
施
で
き
て
い
る

こ
と
は
、
地
域
に
お
け
る
職
業
教

育
、
産
業
教
育
の
基
盤
を
微
力
な

が
ら
も
支
え
て
き
た
一
つ
の
証
し

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
明
ら
か

に
効
果
が
認
め
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
当
校
の
学
生
の
進

路
で
す
が
、
県
内
出
身
者
（
約
９

割
強
）
の
県
内
就
職
率
は
約
６
〜

７
割
と
高
い
こ
と
や
、
大
学
３
、

４
年
に
相
当
す
る
応
用
課
程
（
東

北
能
開
大
等
）
へ
の
進
学
者
の
志

望
理
由
も
「
地
元
の
発
展
の
た
め

に
更
に
深
く
学
び
た
い
」
と
い
う

よ
う
な
、
卒
業
後
、
ま
た
は
そ
の

先
に
地
元
へ
戻
る
と
い
う
学
生
が

多
数
派
で
あ
る
こ
と
が
成
果
の
一

つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
多
く
の
学
生
が
就
業
を

希
望
す
る
こ
こ
北
秋
田
地
域
の
も

の
づ
く
り
産
業
の
今
で
す
が
、
都

市
鉱
山
、
林
材
活
用
に
よ
る
森
林

活
性
化
、
洋
上
風
力
発
電
建
設
と

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
生
成
、
そ
し

て
鉄
道
輸
送
に
よ
る
イ
ン
ラ
ン
ド

デ
ポ
構
想
な
ど
が
話
題
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
地
域
は
、
こ
れ
か
ら

の
循
環
型
も
の
づ
く
り
を
リ
ー
ド

す
る
地
域
へ
進
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
当
大
学
校
と
し
て
は
、
こ
の

進
化
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め

に
、
引
き
続
き
技
術
の
進
展
に
対

応
し
た
教
育
訓
練
の
実
施
に
よ

り
、
優
秀
な
「
実
践
技
術
者
」
の

育
成
及
び
地
域
の
も
の
づ
く
り
産

業
従
事
者
の
方
々
に
対
す
る
リ
ス

キ
リ
ン
グ
を
使
命
と
し
て
運
営
し

て
ま
い
り
ま
す
。

今
回
の
コ
ラ
ム
は
、

周
年
を

記
念
し
て
各
年
代
を
代
表
し
た
卒

業
生
か
ら
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
様
々
な

思
い
を
当
大
学
校
の
歴
史
の
一
部

と
し
て
記
せ
る
こ
と
に
感
謝
し
ま

す
。最

後
に
、
北
鹿
新
聞
社
様
に

は
、
こ
の
コ
ラ
ム
を
含
め
年
間
に


回
以
上
の
当
大
学
校
関
連
記
事

の
掲
載
を

年
間
継
続
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大
館
市
行
政
協
力
員
大
会
が


日
、
ほ
く
し
か
鹿
鳴
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
、
出
席
者
た
ち
は
行
政
と
地

域
の
橋
渡
し
役
に
貢
献
す
る
決
意

を
新
た
に
し
た
。

協
力
員
ら
約
１
３
０
人
が
出

席
。
永
年
勤
続
表
彰
に
続
き
、
福

原
淳
嗣
市
長
は
、
県
が
設
定
す
る

「
２
次
医
療
圏
」
を
現
行
の
八
つ

か
ら
県
北
・
県
央
・
県
南
の
三
つ

に
再
編
す
る
こ
と
に
触
れ
な
が
ら

「
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
形
は
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
。
大
切
な
の
は
今

ま
で
の
や
り
方
に
拘
泥
し
な
い
こ

と
。
新
し
い
事
を
始
め
る
好
機

だ
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
共
有
し
た

い
。
協
力
員
の
役
割
は
今
ま
で
以

上
に
重
要
。
行
政
も
後
方
支
援
す

る
こ
と
を
約
束
す
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

市
行
政
協
力
員
連
絡
協
議
会
の

阿
部
之
義
会
長
は
「
価
値
観
や
生

活
様
式
の
変
容
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
機
能
が
低
下
し
、
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
の
希
薄
化
で
活
動
継
続

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
」
と
指
摘
。

「
中
長
期
的
な
視
点
を
持
ち
、
市

民
一
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
克

服
で
き
な
い
。
橋
渡
し
役
と
し
て

新
し
い
時
代
の
大
館
づ
く
り
に
貢

献
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

来
賓
の
武
田
晋
市
議
会
議
長
は

「
防
災
や
医
療
、
介
護
、
子
育
て

な
ど
の
情
報
に
対
し
市
民
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
の
協

力
な
く
し
て
発
展
は
考
え
ら
れ
な

い
。
議
会
も
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
当
局
と
建
設

的
な
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら
一
層

努
力
す
る
」
と
祝
辞
を
贈
っ
た
。

市
長
が
「
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
ま

ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
講
演
し
、

出
席
者
は
市
政
の
方
向
性
に
理
解

を
深
め
た
。

被
表
彰
者
は
次
の
通
り
。

▽
特
別
表
彰
（

年
以
上
）
＝

日
景
小
二
郎
（
大
通
）
▽

年
勤

続
＝
巽
弘
（
御
成
町
３
丁
目
）
▽


年
勤
続
＝
佐
藤
利
之
（
通
町
）

菅
原
宣
子
（
板
子
石
）
谷
地
田
英

二
（
御
成
町
１
丁
目
１
・
２
区
）

石
田
義
彦
（
赤
沢
）
川
田
伴
榮

（
新
地
）
田
中
民
治
（
舟
場
）
▽


年
勤
続
＝
岩
谷
和
子
（
御
成
町

３
丁
目
）
笹
木
冨
雄
（
小
館
町
）

横
堀
一
男
（
有
浦
３
丁
目
）
三
ツ

倉
昭
夫
（
獅
子
ケ
森
１
区
）
成
田

勝
紀
（
釈
迦
内
中
台
）
佐
藤
耕
二

（
下
代
野
２
区
）
田
畑
金
廣
（
大

明
神
）
工
藤
広
美
（
横
岩
）
柳
谷

仁
一
郎
（
曙
町
）
明
石
葉
子
（
笹

渕
）
北
村
正
路
人
（
味
噌
内
中
）

杉
沢
敬
悦
（
新
館
）
若
宮
誠
（
笹

館
）
高
橋
博
美
（
谷
地
中
）
三
政

一
直
（
寺
崎
）
小
林
一
男
（
本
宮
）

芳
賀
英
市（
比
内
前
田
）齋
藤
文
範

（
大
子
内
）和
田
禮
輝（
杉
子
沢
）

永
年
勤
続
表
彰
が
行
わ
れ
た
行

政
協
力
員
大
会
（
ほ
く
し
か
鹿

鳴
ホ
ー
ル
）

４
日
目
の
勝
負

勝

負

＝
十

両
＝

栃
武
蔵

お
く
り
だ
し

勇

磨

輝

鵬

は
た
き
こ
み

千
代
海

獅

司

う
わ
て
な
げ

紫

雷

英
乃
海
う
わ
て
だ
し
な
げ
対
馬
洋

大
奄
美

よ
り
き
り

千
代
丸

友

風

は
た
き
こ
み

志
摩
海

天
空
海

お
し
だ
し

千
代
栄

白
鷹
山

つ
き
だ
し

貴
健
斗

玉
正
鳳

よ
り
き
り

東

龍

北
の
若

う
わ
て
な
げ

美
ノ
海

欧
勝
馬

お
し
た
お
し

東
白
龍

狼

雅

よ
り
き
り

島
津
海

輝

お
し
だ
し

一
山
本

水
戸
龍

う
わ
て
な
げ

熱
海
富

＝
中
入
り
後
＝

碧

山

お
し
だ
し

遠

藤

伯
桜
鵬

よ
り
き
り

武
将
山

宝
富
士

よ
り
き
り

大
翔
鵬

豪
ノ
山

つ
き
だ
し

竜

電

湘
南
海

お
し
だ
し

琴
勝
峰

琴
恵
光

よ
り
き
り

千
代
翔

剣

翔

う
わ
て
な
げ

金
峰
山

北
勝
富

は
た
き
こ
み

妙
義
龍

高

安

は
た
き
こ
み

隆
の
勝

玉

鷲

よ
り
き
り

錦
富
士

王

鵬

つ
き
だ
し

佐
田
海

北
青
鵬

よ
り
き
り

平
戸
海

朝
乃
山

す
く
い
な
げ

阿
武
咲

宇

良

お
し
だ
し

明

生

阿

炎

お
し
だ
し

翔

猿

若
元
春

は
た
き
こ
み

翠
富
士

錦

木

ひ
っ
か
け

大
栄
翔

豊
昇
龍

よ
り
き
り

御
嶽
海

霧

島

お
く
り
だ
し

琴
ノ
若

正

代

不
戦
勝

照
富
士

＝
三
段
目
＝

佐
々
木
山
う
わ
て
な
げ

恵
比
寿

（
東
三
段
目

枚
目
・
１
勝
１
敗
）

琴
拓
也

し
た
て
な
げ

朝
大
洞

（
東
三
段
目

枚
目
・
１
勝
１
敗
）

千代海―英乃海

獅 司―勇 磨

紫 雷―対馬洋

輝 鵬―志摩海

千代丸―友 風

大奄美―千代栄

天空海―美ノ海

貴健斗―東 龍

白鷹山―東白龍

欧勝馬―北の若

玉正鳳―島津海

一山本―熱海富

輝 ―水戸龍

（名秋九初春夏）

狼 雅 ※ 武将山

遠 藤 （▲○○○××） 宝富士

竜 電 初顔合わせ 伯桜鵬

碧 山 初顔合わせ 湘南海

千代翔 ４（…………○○）０ 大翔鵬

琴勝峰 １（××…○××）０ 剣 翔

琴恵光 初顔合わせ 豪ノ山

隆の勝 ６（×●●●○○）５ 妙義龍

金峰山 ０（…………●●）２ 錦富士

佐田海 ４（●×○○○○）５ 北勝富

玉 鷲 ６（×××●×●）７ 阿武咲

平戸海 １（…×××○×）０ 高 安

王 鵬 ０（×●×●××）２ 宇 良

朝乃山 ０（……………●）１ 北青鵬

翠富士 １（×●○×××）１ 御嶽海

琴ノ若 ６（○○●●○●）３ 正 代

豊昇龍 ６（○×●○●○）２ 阿 炎

錦 木 １（××××●○）２ 若元春

明 生 ３（×●●○●●） 大栄翔

翔 猿 ６（×○●○●●）５ 霧 島

高
橋

雅
子
さ
ん

４
日
死

去
、

歳
。
大
館
市
下
代
野
字
笹

森

の
８

安
保

久
夫
さ
ん


日
死

去
、

歳
。
大
館
市
比
内
町
味
噌

内
字
不
動
田
４

郷
土
力
士
の
結
果
（
幕
下
以
下
）

数字は幕内対戦成績。カッコ内は左力士から見た過去

６場所の勝敗。○は勝ち、●は負け、×は対戦なし、

△は不戦勝、▲は不戦敗、…は一方または両方が十両

以下。※は十両。

５日目の取組

＝ 十 両 ＝

＝中入り後＝

お
か
げ
さ
ま
で
30
周
年
皆
様
の
ご
支
援
に
感
謝

秋
田
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

後
藤

康
孝

校

長

「
橋
渡
し
役
」決
意
新
た

大 館 市

行
政
協
力
員

大

会

永
年
勤
続
者
を
表
彰


